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。

平成30年度　決算報告
福祉体験学習～三加和中学校～
サマーチャレンジ～児童デイサービス＆ワークキャンプ～
町ボランティア連絡協議会総会
ふれあい・いきいきサロンをはじめませんか？
お茶の間筋トレ体操教室
香典返し・心配ごと相談等事業
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○
社
協
事
業
（
抜
粋
）

 

【
広
報
・
啓
発
・
調
査
】

　

・
地
域
福
祉
に
関
す
る
基
本
調
査

　

・
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
策
定

　

・
社
協
広
報
誌
「
ほ
ほ
え
み
」
発
行

　

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
運
用

 

【
高
齢
者
支
援
事
業
】

　

・
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
Ｂ
事
業

　

・
介
護
予
防
事
業
（
お
茶
の
間
筋
ト
レ
体
操
）

　

・
ひ
と
り
暮
ら
し
ふ
れ
あ
い
招
待
会

　

・
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
事
業

　

・
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業 

　

・
福
祉
機
器
貸
出
事
業

 

【
福
祉
教
育
、
ひ
と
り
親
家
庭
支
援
事
業
】

　

・
総
合
的
学
習
支
援

　
　
　

車
椅
子
、
高
齢
者
疑
似
体
験
な
ど

　

・
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

・
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
（
中
学
生
福
祉
体
験
）

　

・
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

・
ひ
と
り
親
一
日
ふ
れ
あ
い
事
業

 

【
相
談
、
各
種
講
座
等
】

　

・
各
種
相
談
所
開
設

　
　
　

心
配
事
相
談
、
法
律
相
談
、
補
聴
器
相
談

　

・
生
活
困
窮
者
総
合
相
談
支
援
事
業

　
　
　

な
ご
み
生
活
よ
り
そ
い
相
談
セ
ン
タ
ー

　

・
男
性
料
理
教
室

　

・
囲
碁
・
将
棋
サ
ロ
ン

　

 【
高
齢
者
、
障
害
者
福
祉
施
策
】

　

・
介
護
保
険
事
業

　
　
　

訪
問
介
護
、
居
宅
介
護
支
援
事
業

　

・
障
害
者
総
合
支
援
事
業

 

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
】

　

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
育
成
、
推
進

　

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
と
の
連
携

　

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
活
動
支
援

　

・
和
水
町
と
災
害
時
に
お
け
る
協
定
の
締
結

　

・
災
害
時
応
援
協
定
の
締
結
（
荒
尾
玉
名
地
区
）

 

【
金
銭
預
か
り
、
資
金
貸
付
】

　

・
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業

　

・
ま
ご
こ
ろ
安
心
預
か
り
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

・
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

　

・
福
祉
金
庫
、
高
額
療
養
費
貸
付
事
業

 

【
組
織
強
化
、
財
源
確
保
】

　

・
社
協
理
事
会
・
評
議
員
会
・
監
査

　

・
社
協
会
費
募
集

　

・
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動

 

【
福
祉
団
体
事
務
】

　

・
民
生
児
童
委
員
協
議
会

　

・
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

 

【
そ
の
他
】 

　

・
日
本
赤
十
字
社
費
募
集

　

・
福
祉
団
体
助
成

　

・
物
品
貸
出
事
業

　

・
大
学
生
実
習
受
入

平
成
30
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算

平
成
30
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算

　

平
成
30
年
度
の
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
が
、
理
事
会
及
び
定
時
評
議
員
会
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

法人単位資金収支　決算書 貸借対照表　総括表

当期資金収支差額合計 (10)=(3)+(6)+(9) 
前期末支払資金残高　 (11)
当期末支払資金残高　 (12)=(10)+(11)

1,360,975
38,683,185
40,044,160

勘定科目（大区分） 決算額（円）
資産の部

科　目 金額（円） 科　目 金額（円）

負債の部

純 資 産 の 部

1,642,000
6,154,462
36,205,708
16,432,200
2,057,400
751,400
1,323,000
11,506,800
2,481,430
1,018,890

3,665
79,576,955

会　費　収　入
寄　附　金　収　入
経常経費補助金収入
受 託 金 収 入
事　業　収　入
貸付事業収入
負担金収入
介護保険事業収入
障害者福祉サービス等事業収入
その他の収入
受取利息配当金収入
　　　　事業活動収入計   (1)

収 

入

50,102,456
2,636,533
15,734,691
351,000
2,482,022
390,000

71,696,702
7,880,253

人 件 費 支 出
事 務 費 支 出
事 業 費 支 出
貸付事業支出
共同募金配分金事業費
助 成 金 支 出
　　　　事業活動支出計　 (2)
事業活動資金収支差額 (3)=(1)-(2) 

支 

出

3,002,158
2,658,120
5,660,278

△ 5,660,278

積立資産支出
その他の活動支出
　　　　その他の活動支出計　 (8)
その他の活動資金収支差額 (9)=(7)-(8)

支
出

資産の部合計 115,922,339 負債及び純資産合計 115,922,339

純資産の部合計 66,156,182

負債の部合計 49,766,157

平成31年3月31日現在

【事業活動による収入】

859,000
859,000

△ 859,000

固定資産取得支出
　　　　その他の活動支出計　 (5)
その他の活動資金収支差額 (6)=(4)-(5)

支

0
0

施設整備等収入　　　　
　　　　施設整備等収入計　(4)

収
【施設整備による収支】

【流動資産】

現 金 預 金

事 業 未 収 金

【固定資産】

（基本財産）

定 期 預 金

【その他の固定資産】

建　　　　　物

車 両 運 搬 具

器具及び備品

長 期 貸 付 金

退職給与引当資産

福祉基金積立資産

施設等整備積立資産

介護安定化積立資産

48,924,769

44,141,522

4,783,247

 

 

 

66,997,570

1,000,000

1,000,000

 

65,997,570

2,318,148

787,423

241,728

866,773

40,885,548

12,897,950

6,000,000

2,000,000

【流動負債】

事 業 未 払 金

未 返 還 金

職 員 預 り 金

【固定負債】

退職給付引当金

8,880,609

7,085,075

1,078,700

716,834

 

 

40,885,548

40,885,548

【基　本　金】

基 本 金

【その他の積立金】

福祉基金積立金

施設整備積立金

介護安定化積立金

【次期繰越活動増減差額】

（うち当期活動増減差額）

1,000,000

1,000,000

 

20,897,950

12,897,950

6,000,000

2,000,000

 

44,258,232

4,606,899

2019年７月1日2019年７月1日 23

0
0

その他の活動収入
　　　　その他の活動収入計　 (7)

収
【その他の活動による収支】

～福祉体験学習～三加和中学校編～～福祉体験学習～三加和中学校編～
私たちにできること！私たちにできること！

　５月２２日（水）に三加和中学校３年生（２２名）を対象に、車椅子体験を実施しました。
　中学校では、社協職員の指導の下、基本的な車椅子の操作や声掛けの仕方など、介助する側・介助
される側の立場をそれぞれ体験していただき、それぞれの気づきや発見があったようでした。中学生
として過ごす日常生活とは異なる体験を通して、相手に対する考え方や自分の行動について考える機
会となりました。
　今回の体験を通じて、福祉の仕事・ボランティアについて興味・関心を持っていただければと思い
ます。社会福祉協議会では、体験セットの貸出や福祉教育等に関する出前教室も行っています。学
校や各種団体で希望される場合は、事務所（☎０９６８－３４－２３６６）までご連絡ください。お待
ちしています。

　今回の体験を通して難しいと感じたこ
とは、段差があるところでの操作です。
ちょっとした段差だったので、（行けるか
な？）と思って操作しましたが、前輪が引
っかかってしまい、怖くないようにゆっく
りステッピングバーを踏みましたが、勢
いがよくビュッと上がってしまい、これで
は乗っている人が不安になると反省しま
した。
　体験から学んだ事は、「動きますよ。」
などの声掛けが大事という事です。
　もし、車椅子の方が困っているのを見
かけたら、率先して手助けしていきたい
と思いました。

　今回の体験で難しかったことは、自分
で操作している時の方向転換や友達が
乗っている時に、段差を上げたりした時
でした。車みたいにハンドルで動くわけ
でもなく、少しの段差も簡単に超えるこ
とが出来ないので、相手の力を借りない
と出来ないことがあることが理解でき
ました。
　また、車椅子が足の不自由な方にとっ
て大切な乗り物であるということを学
びました。今後、車椅子の方を見かけ
て、困っていたら優しく見守り、手助け
が出来る人になりたいと思います。

体
験
後
の
感
想

体
験
後
の
感
想



■期　日：
■場　所：
■時　間：
■参加費：

7月22日(月)・23日(火)
和水町福祉センター
午前８時から午後４時
1日200円

小学1年～3年生
■期　日：
■場　所：
■時　間：
■参加費：

7月24日(水)・25日(木)
和水町福祉センター
午前８時から午後４時
1日200円

小学4年～6年生

　”児童デイサービス”に関わるボランティアの方を募集します！
　内容は、宿題の指導や体験学習のお手伝いなど、子どもたちと触れ合う事が大好きな中学生・高校
生・大学生・一般の方、お待ちしています。
　詳しくは、社協までお問い合わせください。〔☎0968-34-2366〕なお、募集人員は1日10名程度です。

ボランティア募集！

　町内の小学生を対象に、下記の日程で今年も”児童デイサービス
事業”を開催します。午前中は、宿題を中心に、中学生ボランティアの
方に教えていただきます。
　午後からは、様々な体験学習を予定しています。募集は各小学校を通し
て行います。

児童デイサービス事業 （小学生向け）児童デイサービス事業 （小学生向け）

今年の夏は…今年の夏は…今年の夏は…

　町内10施設のご協力により、”中学生ワークキャンプ事業”を開
催します。日程につきましては、下記のとおりとなっています。募集は
各中学校を通して行います。

ワークキャンプ事業 （中学生向け）ワークキャンプ事業 （中学生向け）
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ふれあい松川
菊水西デイサービス他

会　場 会　場 開催日 人数

銀河ステーション

デイサービス モン・パラン

開催日 人数

7月24日㈬

7月25日㈭

3名程度

3名程度

3名程度7月22日㈪

7月23日㈫

7月30日㈫

7月31日㈬

7月26日㈮

7月29日㈪5名程度

7名程度

5名程度

3名程度

4名程度

デイサービス ひかり

障がい者支援施設 精粋園

老人保健施設 清風苑

デイサービス はなむれ 

地域生活支援センター せいすい
老人デイサービスやまたろう

【日帰り体験】※参加費無料

会　場 会　場 開催日 人数

特別養護老人ホーム 和楽荘

開催日 人数

15名程度
8月1日㈭
〜2日㈮

8月1日㈭
〜2日㈮

5名程度特別養護老人ホーム きくすい荘

【宿泊体験】※参加費300円

和水町ボランティア
連絡協議会 総会・防災炊出し体験会総会・防災炊出し体験会

　

５
月
11
日
、和
水
町
中
央
公
民

館
に
お
い
て
、２
０
１
９
年
度
和

水
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
題
の
平
成
30
年
度
事
業
報

告
及
び
決
算
報
告
、２
０
１
９
年

度
事
業
計
画（
案
）及
び
収
支
予

算（
案
）を
承
認
頂
き
、今
年
度
の

ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

　

ま
た
、今
年
度
は
新
た
な
試
み

と
し
て
、総
会
終
了
後
オ
ー
プ
ン

参
加
に
よ
る
炊
出
し
体
験
会
を
併

せ
て
開
催
し
、約
５０
名
の
参
加
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

柳
原
志
保
氏
に
よ
る
防
災
講

話「
い
つ
か
で
な
く
、今
や
ろ
う
〜

も
し
も
に
備
え
る
い
つ
も
〜
」で

日
頃
の
防
災
の
備
え
の
大
切
さ
を

学
び
、そ
の
後
、ハ
イ
ゼ
ッ
ク
ス
袋

と
や
き
と
り
缶
詰
を
使
い
、炊
き

出
し
釜
で
炊
き
出
し
を
行
い
、炊

き
込
み
ご
は
ん
を
参
加
者
全
員
で

つ
く
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
発
展
の
た
め
、様
々
な

活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　５月１２日を「民生委員・児童委員の日」と定め、全国
２３万人の民生委員・児童委員が一斉に様々なPR活動等
を行い、委員の存在やその活動について理解を求め、委
員活動の充実に努めております。
　和水町においても５月の期間中、各小中学校の正門前
やスクールバス乗り場などにおいて、“朝の登校時のあ
いさつ運動”を行い、子供たちが元気に登校する様子を
みることが出来ました。
　今後も、各学校と協力しながら子供たちが安心して生活
できるような活動に取り組んでいきたいと考えております。



曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

AM9:30

～ 11:30

☆焼　米 ☆下津原西 ☆立　石 ☆下津田
第1,3,5 週

（下津田公民館）

☆米渡尾 ☆下津原東
（焼米公民館） （下津原西公民館） （立石公民館） （米渡尾公民館） （下津原東公民館）
☆前　原 ☆鶯　原 ☆長小田 ☆志口永 ☆岩　尻
( 前原公民館 ) （鶯原公民館） （長小田公民館） （志口永公民館） （岩尻公民館）
江　栗 ☆中　岩 ☆上　岩 前　野 内　田

（江栗公民館） （中岩公民館） （上岩公民館） （前野公民館） （内田公民館）
久米野 板楠東 下大田黒 緑 ☆野　田

（久米野公民館） （台公民館） （下大田黒公民館） （三加和公民館） （野田公民館）
西吉地 皆行原 ☆下　岩 ☆上十町

（村公民館） （皆行原公民館） （下岩公民館） （猿懸公民館）
☆山十町 中吉地 中十町

（橋上公民館） （山森公民館） （中十町公民館）
中十町

（集会センター）

PM13:30

～ 15:30

☆大江田 ☆本　村 ☆下久井原 萩　原 ☆日　平 ☆白　石
（大江田公民館） （本村公民館） （下久井原公民館） （萩原公民館） （日平公民館） （白石公民館）

用　木 ☆古　閑 藤　田 ☆牧　野 ☆上久井原
（用木公民館） （古閑公民館） （藤田公民館） （牧野公民館） （上久井原公民館）
☆平　野 中　路 中　原 ☆江光寺 馬　場

（平野公民館） （中路公民館） （中原公民館） （江光寺公民館） （馬場公民館）
☆西　口 ☆上和仁 ☆春　富 ロマン館 上津田

（平々公民館） （中組公民館） （春富集会センター） （上津田公民館）
上大田黒 和仁東 ☆寺　山 ☆中和仁 ☆東吉地

（上大田黒公民館） （和仁東公民館） （寺山公民館） （鬼丸公民館） （切畑公民館）
北　原 和仁西

（北原公民館） （和仁西公民館）

　“自分の出来る事を出来るところまで無理せず頑張る”をモットーに、町内57地区（社会福祉
協議会実施地区33地区）で介護予防教室（お茶の間筋トレ）が実施されています。
　週1回の開催を基本とし、約90分程度の時間の中で、血圧測定や筋トレ、ダンス、レクリエーション、
マッサージなど参加者とボランティアスタッフ、職員が一緒になって活動しています。（自主活動もあります）
　各地区の開催日は下の表のとおりです。見学は自由に出来ますので、皆さんお待ちしています！

＜各教室の実施日＞

☆印は、社協が町から委託を受けて実施している地区になります。

7 2019年７月１日

和水町社会福祉協議会　理事・監事・評議員が決まりました
　この度、令和元年6月21日付けで理事2名、監事1名、令和元年6月12日付けで評議員3名が新たに選任されました。
また、会長に髙巢泰廣理事、副会長に蒲池恭一理事が新たに選任されましたのでご報告いたします。

区 分

会 　 長

副 会 長

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

監 　 事

監 　 事

氏 名

髙 巢　泰

蒲 池 恭 一

坂 口 圭 介

庄 山 慶 司

菊 池 康 毅

菊 川 ヨ リ 子

永 田 尚 稔

木 原 道 代

岡 本 貞 三

杉 谷 く に 子

隈 部 久 美 子

堤     　一 徳

役職又は選出区分

町長

議会議長

健康福祉課長

区長会会長

老人クラブ連合会会長

地域婦人会会長

民生委員児童委員協議会会長

ボランティア連絡協議会会長

教育長

町内福祉施設代表

学識経験者

学識経験者

区 分

評 議 員

評 議 員

評 議 員

評 議 員

評 議 員

評 議 員

評 議 員

評 議 員

評 議 員

評 議 員

評 議 員

評 議 員

評 議 員

評 議 員

評 議 員

評 議 員

評 議 員

評 議 員

氏 名

前 垣 芳 郎

鈴 木 一 明

坂 本 由 美 子

小 木 雅 司

東　　　隆 文

下 川 直 文

上 妻 カ ヨ 子

髙 木     　玲

瀬 口     　健

平 居 俊 博

古 多 部 義 信

柳 原 志 保

藤 井 山 京 子

久 保     　瞳

早 野 秋 義

今 井 英 雄

宮 地 幸 子

石 原 信 博

役職又は選出区分

区長会副会長

区長会副会長

地域婦人会副会長

消防団長

商工会代表

民生委員児童委員協議会副会長

民生委員児童委員協議会副会長

ボランティア連絡協議会副会長

老人クラブ連合会副会長

老人クラブ連合会副会長

身体障害者福祉協議会会長

母子会会長

教育委員代表

学校長代表

和水三加和分署長

町内福祉施設代表 

学識経験者

学識経験者

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆新たに選任された理事、監事

☆新たに選任された評議員

介護予防教室活動紹介～お茶の間筋トレ～介護予防教室活動紹介～お茶の間筋トレ～

任　期：令和元年6月21日～令和2年度会計終了時定時評議員会 任　期：平成29年4月1日～令和2年度会計終了時定時評議員会
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　次の方 よ々り香典返しに代えて多額の寄付をいただきました。
ご報告と共に、ご逝去された方々のご冥福をお祈り申し上げます。

7 月 8 月 9 月
心
配
ご
と
相
談

法
律
相
談

補
聴
器
相
談

7月26日（金）
10:00～12:00
福祉センター
司法書士　1名
≪要予約！≫

8月9日（金）
10:00～12:00
三加和公民館
行政相談委員1名
民生児童委員2名

7月12日（金）
10:00～12:00
大江田コミュニティセンター
行政相談委員1名
民生児童委員2名

8月23日（金）
10:00～12:00
福祉センター
司法書士　1名
≪要予約！≫

9月13日（金）
10:00～12:00
用木公民館

行政相談委員1名
民生児童委員2名

9月20日（金）
9:00～12:00
福祉センター

（有）玉名補聴器
センター対応

7月19日（金）
9:00～12:00
福祉センター

（有）玉名補聴器
センター対応

9月27日（金）
10:00～12:00
福祉センター
司法書士　1名
≪要予約！≫

善 意 寄 付

◇金一封◇
　　　◆髙松　寿英 様（寺山）
        ◆匿名（2件）

下記の方より、善意の寄付をいただき、ありがとうござ
いました。寄付については社協事業に活用させてい
ただきます。

　先日、外部講師として大学の講
義で学生の皆さんにお話しさせて
いただく機会をいただきました。

主に、社会福祉協議会の役割や実習期間中における心
構えなどについて等の内容でしたが、資料を作成する
上で、改めて制度や状況が変化していることを実感し
ました。
　日々変化する情勢をきちんと理解し、その背景にあ
る歴史や関係性を正しく伝えることが出来るように勉
強していく事の重要性を改めて感じました。　  （石原）

編集後記

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

上和仁

日平

下津田

中和仁

上津田

住吉

焼米

上十町

上大田黒

長小田

大江田

山十町

蜻浦

上和仁

仲 田 繁 子

本 山 鉄 雄

三 宅 清 隆

池 田 圭 吾

竹 下 麗 子

堤　タマエ

船津キミコ

渡邉義十郎

竹 隈 栄 樹

坂 本 昌 弘

石 原 政 孝

荒 木 清 美

松 井 和 子

中 村 恭 正

亡夫）正照

亡母）初子

亡妻）光子

亡母）キミ

亡夫）實

亡夫）哲雄

亡夫）正人

亡妻）ヒロ子

亡父）良吉

亡妻）ヤエ子

亡母）ヒサエ

亡夫）和富

亡夫）三城

亡母）チズ子

2019年度熊本県介護支援専門員
実務研修受講試験のお知らせ
（１）試験日時　 令和元年10月13日（日）  10時開始
（２）試験時間　 120分（原則10時～ 12時）
（３）試験会場（予定）
 ・開新高等学校          
 ・熊本大学          
（４）受付期間　 令和元年7月10日（水）
   　  ※当日消印有効
（５）申込方法　 受付期間中に簡易書留による郵送
（６）申込先
 〒８６０－０８４２
 　熊本市中央区南千反畑町3-7
　　　県総合福祉センター 4階
 　社会福祉法人　熊本県社会福祉協議会
（７）受験手数料　 １０，０００円
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